
令和４年度 錦台中学校 学校評価 

 

  

学校評価アンケートへのご協力をいただきありがとうございました。保護者の皆様、地域の皆様におかれまし

ては、昨年に引き続き、ご来校いただく機会が少ない中のアンケートでしたので、評価が難しい設問もあったか

と思います。お寄せいただいたご意見等も含め、全職員で内容を共有いたしました。今年度の取組の振り返りと

次年度へ向けた改善に活かしてまいります。 

〈生徒アンケートの結果〉 
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だいたいしている
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先生たちは、工夫してわかりやすい授業を

している。

している
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していない
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先生たちは、生徒に対して適切な声掛けや

アドバイスをしている。
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先生たちに安心して質問や相談ができる。
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私は、勉強方法を理解し、自宅学習や予習復習を

している。
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だいたいしている
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私は、すすんで外で遊んだり、スポーツで体を

動かしたりしている。
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だいたいしている
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私は、ネットを使うとき、ルールや情報モラルを

守っている。
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私は、学級、委員会、部活などで自分の役割を

果たし、責任をもって取り組んでいる。
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私は、友達の気持ちや考えをきき、相手を

理解しようと努力している。

している

30%

だいたいしている

39%

あまりしていない

19%

していない

12%

私は、暴力やいじめを止めたり、大人に

伝えたりしている。
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私は、新型コロナウイルス感染症の予防対策

(手洗い・マスク・３密防止)を守っている。



 生徒アンケートでは、①学校、教職員の授業や指導に関すること ②生徒の生活習慣や意識 に注目し、 

分析・考察を行いました。 

 ①教職員の授業や指導について 

 授業においては、「工夫してわかりやすい授業をしていると思う」、「だいだいしていると思う」が９割を超え 

生徒たちが授業を理解しやすいような各教科の工夫が行われており、今後も生徒の興味関心を高め、丁寧な授業

の展開を意識し、教員の授業力の向上を心掛けていきたいと考えます。 

 悩みや相談などへの対応には、適切な声掛けやアドバイスができていると感じている生徒が９割を超えてはい

ますが、安心して質問や相談ができると感じている生徒が７割程度であり、中学生という多感な時期の多種多様

な心の悩みに対して、より一層、寄り添い充実した相談活動を心掛けていきたいと思います。 

  

②生徒の生活習慣や意識について 

 ほとんどの生徒が規則正しい生活をできており、新型コロナやインフルエンザなどの感染症対策にも、生徒が

必要な予防対策に協力してくれています。学校では、今後も引き続き安全で安心な学習環境を維持していけるよ

うに努めてまいります。 

友達の気持ちや考えを聞き、相手を理解しようと努力している生徒の割合がほぼ１００％に近い値になってお

り、本校の生徒の優しい心を反映させていると思います。携帯電話などのインターネット機器の使用に関するト

ラブルについては、どこの学校でも憂慮すべき課題ですが、本校でもネットを介したトラブルが発生しています。

ネット使用時のルールや情報モラルを守っているかとの質問には、９割を超す生徒が「守れている」「だいたい守

れている」と回答していますが、本校においても、適宜、ネットトラブルについて指導をおこなうものの、実際

のトラブルになってしまうケースもあり、いじめにつながってしまう場合もあることから、今後もルールや情報

モラルについて、継続的な指導と啓発を行っていきたいと思います。 

 家庭での学習については、約４割の生徒が実施していない、あまりしていないという現状です。授業での学び

を振り返り、確かな学力を取得するため、保護者の理解と家庭学習の充実をお願いしていきたいと思います。 

コロナ感染症の影響で在宅時間も増えたためか、すすんで屋外で運動を行う生徒がここ数年減少傾向にあると

いわれています。アンケート結果からも、外で遊んだり、スポーツをして体を動かす生徒の割合が６割弱となっ

ています。発育、発達期の心身が健全に成長するよう、部活動のみならず、晴天時の昼休みなどはグランドなど

で積極的に体を動かすよう推奨していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〈保護者アンケートの結果〉 

保護者アンケートでは、①授業や評価に関すること ②生徒に対する指導、対応 ③その他の項目に対して 

分析・考察を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①授業や評価に関すること 

 授業に関する保護者の見解としては、「わかりやすく工夫された授業を行っているか」の質問に対して、約７割

の保護者の方からのご賛同が得られました。一方で、授業を参観していただく機会が減少しているとはいえ、「と

てもそう思う」の割合を見ると１割にも満たず、PDCA を適切に行いながら、授業改善に努め、より工夫された

授業を展開していく必要があり、研修・研鑚を深めたいと考えています。また、指導と評価の一体化を図り、よ

り評価の精度を高めて必要性があると認識しています。学校としては、学びの深化や連続性を図るためにも、家

庭学習の充実も不可欠であると考えており、さまざまな機会を通じて、保護者の方への協力もお願いをしていき

たいと考えています。 

②生徒に対する指導、対応 

 次に生徒に対する指導や対応についてのアンケートでは、社会に必要とされるルールやマナーなどの指導を適

切に行っていると回答した保護者の方は約８割に達したとはいえ、いじめや暴力を許さない指導や個々の生徒に

寄り添った指導を行っているかのアンケートには、約７割程度の賛同にとどまっていることが読み取れます。 
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学校は、学習評価を適切に行っている。
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行っている。
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とてもそう

思う

17%

そう思う

71%

あまり思

わない

9%

思わない

1%

わからない

2%

学校は、適切な情報を発信している。



これは、さまざまな場面での職員の投げかけや適切な対応にまだまだ課題があると、保護者の方が認識されてい

る現れであると、真摯に受け止めていく必要があると考えます。生徒の心に寄り添った適切な指導が適切なタイ

ミングで行えるように、保護者の方とも深く連携し、情報の共有を図りながら指導・対応を行っていきたいと思

います。また、日常的な教育相談と定期的な教育相談の実施により、課題の早期発見や解決を図れるように、生

徒との人間関係を構築していきたいと思います。 

③その他の項目に対して 

 コロナ過でなかなか保護者の方の来校が少ない１年間でした。その中でも、感染症対策を講じながら、可能な

参観を実施してまいりました。感染防止対策については、学級閉鎖の学級はありましたが、大規模な学年閉鎖や

学校閉鎖を行うことのない１年間で、高い評価を頂きました。まだまだ油断できない状況ですが、必要な感染防

止の対策を検討し、生徒が安全、安心して生活できる学校を維持していきたいと思います。必要な情報の発信に

ついては、状況を判断しながら適切な伝達手段を用いて、スピーディーに対応する努力を続けていきたいと考え

ています。 

 

〈地域アンケートの結果〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も、旧錦台中学校懇話会の皆様に学校の取組について、アンケートにご回答をいただきました。いずれ

の設問にも高い評価を頂くことができました。令和４年度は、地域と学校がより結びつきを深めて学校運営を行

うため、学校運営協議会が設置されました。１１月には、錦台中小委員会で授業の様子をご覧いただき、協議会

では貴重なご意見を頂きました。地域の一員として成長できる生徒の育成、学校運営を目指し、地域、家庭と協

働する中で生徒が安全安心に学ぶことができるように職員で共通認識を深め、引き続き教育活動の活性化を目指

していきたいと思います。 

皆様のご意見を来年度以降の教育活動や教育課程編成に活かし、更に充実した学校教育が展開できるよう努力

してまいります。ご回答いただきました保護者の皆様、地域の皆様、ご協力ありがとうございました。 
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 以上の内容について、学校運営協議会にて評価を頂きました。おおむね学校の取組について肯定的な評価を頂

きました。しかし、生徒アンケートの中の「先生たちに安心して質問や相談ができる」という設問に対して、「そ

う思わない」と回答しているという点に着目することは大切であると指摘を頂きました。指摘を真摯に受け止め、

全職員に周知した上で、相談活動のさらなる充実を図れるように一層生徒に寄り添い、相談しやすい生徒と職員

の信頼関係の構築に努めてまいります。 


